














んだ り飛散 した りして性能劣化の虞がある｡
本研究では中高音域についても吸音材に代わ
る共鳴器列による消音の可能性を調べる｡そ





















































パ ワ ー 雪'-IplH2/2Zc と透 過 音 響 パ ワ ー
叩々-叫 t/,nI2/2との比 ,す な わ ち,透 過 率
*Developmentofaresonatora汀aytlpeSilencerfわrventilationopenlngS.
ByAkiyasuSakashita,MichihitoTerao,HidehisaSekine,YushiOgawaandTakanoriTshi(KanagawaUniversity)
(社)日本騒音制御工学会研究発表会講演論文集 -73- 平成 17年 9 月
I-p,'" '/JT -ZcR,'"'IU,'"i/p.12は






































てヽ . rt-i-- .ヽヽ L一ヽ -
ヽ I
~‡ ヽ十●▼ ･.酔 I●●●+:Jt:-I ●●●■'i_:E. I -ま.-◆ヽ1


















列 28個からなる共鳴器列を構成 し試作 した｡
各共鳴器セクションの共鳴器パラメータは図


































































































対称に含まれてお り (図 6参照),音圧分布も
軸非対称になっている｡図 6は,共鳴器列各
セクションの音圧分布を励起周波数fdriycと共




して示 した｡断面内音圧差はしばしば 5dB を
超えている｡ しか し,それにも関わらず,挿
入損失計算については,実用的に lD 解析 と


























図 6 共鳴器各セクションの断面音圧分布 [dB]
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